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 9×9 燃料（BWR55GWd/t 型）の乾式貯蔵適用性に係る評価の一環として、300 ℃- 360 ℃で最大 8000 h

熱処理した 9×9燃料の使用済燃料被覆管について引張試験を実施した。熱処理温度・時間に伴い強度が低

下し延性が増加する傾向を確認した。 
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1. 緒言 乾式貯蔵時の 9×9 燃料の照射硬化回復挙動検討の

一環として、所定の熱処理を施した使用済 9×9燃料被覆管試

験片を用いて引張試験を実施した。 

2. 実施方法 商用炉で 5 サイクル照射した 9×9 燃料被覆管

を 45 mm長に切断し、軸方向に 4等分した。その後、JIS Z 2241 

に定められている 14B 型の比例試験片形状に準拠した引張試

験片形状に加工した。さらに、熱処理条件の違いによる照射

回復挙動を評価するため、温度 300 ℃、330 ℃、360 ℃の 3

条件で、2000 h 及び 8000 hアルゴンガス雰囲気で熱処理した。

引張試験は、室温、クロスヘッド変位速度 8.3×10-4 mm s-1（ひ

ずみ速度 10-4 s-1）の条件で実施し、引張強さ、0.2％耐力、

破断伸びを測定した。 

3. 結果 非熱処理材（照射まま材）は未照射材と比較すると、

強度が増加し延性が低下する特徴があるが、応力-伸び曲線に

おいて、これが熱処理により未照射材に近づいていく傾向が

認められた（図 1）。図 2 に熱処理温度毎に引張強さと熱処理

時間の関係を示す。同一熱処理時間で比較すると、熱処理温

度が高いほど引張強さは低下した。また、熱処理時間が長い

ほど引張強さは低下傾向にあった。なお、0.2 %耐力について

も同様な傾向が得られた。強度データほど明確ではないが、

破断伸びは、熱処理時間とともに大きくなる傾向にあった。 
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図 1 応力-伸び曲線の比較 

 

図 2 熱処理に伴う引張強さの変化 
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